
１年１組 数学科 授業デザイン 

 

授業者 田中 慎一  

１．日時・場所  平成３０年９月２５日（火）３限 学校図書館 

 

２．単元名    課題学習 『数学の諸定理について調べよう』 

 

３．単元の目標  各領域の内容を総合したり日常の事象や他教科等での学習に関連付けたりするなど

して見いだした課題を生徒が主体的に解決していくことを通して，数学的な見方や

考え方をさらに深めていく。 

 

４．本時の目標 様々な数学の定理を調べ，他の班にその内容を伝え合うことができる。     

     

５．指導過程 

 ※授業づくりの視点・・・(A)導入の工夫 (B)課題の明示や手順の工夫 (C)生徒同士の関わり合いを仕組む工夫 

 ※とっとりの授業改革【１０の視点】⑥学び合う活動の充実，⑧学習を振り返る活動の設定 

学習活動 指導上の留意点・支援のあり方(○は留意点，・は支援) 視点 

導入 

  

 

 

 

 

班で調べる定理を１つ決め

る。資料を受け取り，内容を

調べる。 

 

 

 

 

課題とする定理 

 ピタゴラスの定理，円周率の歴史，黄金比，白銀比， 

多面体定理，ルーローの三角形 

○ 1 人が調べる内容を細かくし，協力して発表できるよう指

示する。 

○ 発表を意識し，内容を簡潔にまとめるよう指示する。 

・定理の内容について理解が難しい場合は説明を加える。 

 

 

(A) 

 

 

(B) 

展開 

  

 

 

 班員が調べた内容をまと

め，発表準備をする。 

 

 

 調べた定理がどのような歴

史的背景を持ち，現在どのよ

うに応用されたり利用された

りしているかを発表する。 

  

発表するための内容項目 

・発見した人物，発見された時代 ・定理の概要 ・公式，図 

・その後どのような分野へと発展したか 

・現在，どのような分野で利用されているか 

○発表に向け，班員同士で調べた内容を共有させる。 

○定理の説明は簡潔にし，相手に伝わるように説明できるよう

指示する。 

○既習の内容や知識と関連するものがあれば，聞いている相手

がそのことを想起できるよう説明を工夫する。 

・既習の知識との関連が分からなければ，具体的に説明する。 

 

 

 

 

 

(C) 

 

 

 

⑥ 

まとめ 

 各班の発表を聞き，自分た

ちの班の内容と似ている部分

や関連している部分を知る。  

 感想を書く。 

○ 体系的であることや，異なる分野でも関連付けて考えるこ

とができるという数学という学問の性質を知る。 

○ 既習の内容が応用・発展することで様々な分野につながる

ことを知り，今後の学習への期待感を持たせる。 

・図書資料を紹介し，様々な数学の内容へ興味を持つよう促す。 

 

 

 

 

⑧ 

課題 各班で数学の有名な定理を１つ選び，内容を図書館の資料から調べて，ど

のような定理なのか発表しよう。 

ウ 調べた定理を筋道立てて説明できている。【発表・ワークシート】 

イ 既習の知識と関連付けて説明できている。【発表】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


